
至仏山周辺スキー 
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メンバー：Ｌ菊地（記）、奥平、鈴

木、神戸 
３月２０日(雨のち曇り) 
 朝起きるとたちまち平ヶ岳に向

かう白土パーティが出発して行っ

た。１時間程遅れて林道ゲートを出

るが雨が降り出す。雪がありスキー

が使えるが鳩待峠まで１０ｋｍの

車道歩きだ。雨は１時間程で止み、

時々日が差しこみ、林道沿いの樹林

と川の流れは心地よい。 
 奈津木橋からは左岸を行き林道

をショートカット。再び林道に合流

すると鳩待峠まではもう一息。鳩待

峠には一つもテントが無く静まり

返っていた。さっそくテントを設営

し、ワル沢岳方面に向かう。緩やか

で登り易い広い尾根が続く。しかし

雪が降り出し風もあり、時間も無か

ったので１８７０ｍ付

近からオヤマ沢に滑り

込む。上部はウインドパ

ックでモナカ気味の雪

だったが、吹きだまった

部分もありそれなりに

楽しい滑り。降りるにつ

れブッシュの濃い部分

もあるが、それらを避け

オープンな場所を探り

ながら滑る。傾斜が緩く

なると程なくして川上

川に合流。尾瀬ヶ原方面に下るシュ

プールが幾つか付き、つぼ足の５～

６人パーティも上から降りて来た。

緩やかな斜面を僅かに登り返し鳩

待峠に戻るとテントが７張りに増

えていた。今年の至仏は予想に反し

て賑やかだ。夜に平ヶ岳チームと無

線交信する。予定通り行動している

様だ。天気は良いが相変わらず強い

風が吹いている。 
 
３月２１日（晴れ） 
 朝になっても風の勢いは弱まる

事なく吹き荒れている。途中で止む

事を期待しつつ出発する。今日は天

気が良く、一面雪に覆われどっしり

した至仏山がテントからも良く見

える。ワル沢岳をオヤマ沢田代へと

トラバースし稜線に上がると尾瀬

ヶ原や燧ヶ岳の眺めが良い。ムジナ

沢に行く予定だったが小至仏のピ

ーク過ぎると風当たりが非常に強



い。至仏山は目と鼻の

先だが危険なので、ワ

ル沢右俣を滑る事に

する。滑り出しは雪が

硬かったが少し降り

ると風から解放され

雪も軟らかくなる。斜

面も広々として気持

ち良く、オヤマ沢より

も格段に楽しい。 
 川上川に降り立っ

たが、まだ時間がある

ので尾瀬ヶ原に向かう。殆ど傾斜が

無いのでスキーは滑らない。３０分

程明るい森の中をのんびり歩くと

すっかり雪に覆われた広大な尾瀬

ヶ原に出た。何処までも雪原の上を

歩いて行きたくなる。至仏山とムジ

ナ沢が近くに見えるが、稜線に吹き

荒れていた風は何処かへ行き、すっ

かり穏やかな春の陽気になってい

た。雪の尾瀬ヶ原を満喫したところ

で、スキーにシールを張り鳩待峠に

戻ろうと思ったら、ブーツ足首部分

のヒンジが抜けカフが外れている。

小至仏から滑り出す時もやけに足

首がグラグラするなぁと思ったが

いつの間にか壊れていたらしい。１

時間程の登りでベースに戻るが、ま

だ日が高く水を作ったり、山々を眺

めながらシュラフを干したり表で

くつろいでいると、スノーモービル

軍団が２サイクルのエンジン音を

唸らせ林道から上がって来て、中ノ

原方面へと消えて行った。

ブーツのヒンジはカシメ

の部分がワッシャーとの

摩擦で磨耗し外れたよう

だ。 
 鳩待ベースでツアーに

行っていた人達は明日の

天気が悪いせいか皆、撤

収して下山して行った。

また風が出てきて段々寒

くなり、テントに引っ込



む。夕飯が済みお茶を飲んでいると、

テントの外で聞き覚えのある声が

する。平ヶ岳に行っていた白土パー

ティだった。山の鼻泊まりの予定だ

ったが頑張って鳩待まで来たそう

だ。ビールを振る舞いたいが、昼間

に飲み干してしまったのでコーヒ

ーで我慢してもらう。 
 
３月２２日（曇り後小雨） 
 今日は６人で、すっかり通い慣れ

た小至仏山に向かう。風はあるが昨

日ほどではない。西の空には黒い雲

がたちこめ何だか不穏な気配。終始

貸切状態で小至仏山手前のコルに

到着。周りを見るとだいぶ雲が下が

って来ていて雨が降り出しそう。コ

ルからワル沢左俣へと滑り込むが、

昨日よりも雪は軟らかく滑りやす

い。ブーツが壊れているので、おと

なしく滑ろうとするが開放感ある

スロープを前にするとそんな事忘

れてしまう。下部は谷幅が狭く、凹

凸でジェットコースタ

ーの様な楽しさがある。 
 シールを張り鳩待ま

で５００ｍの登り返し。

雨に近い雪がちらちら

降り出したがそれ程気

にならない。テントを撤

収し、３日間お世話にな

った鳩待峠を後にする。

荷物は重いが林道をシ

ョートカットしながら、

楽しく津奈木橋まで行く。林道は傾

斜が緩いが立っているだけで進ん

でくれるので楽チンだ。いつの間に

か雨は上がり、まだ除雪が始まって

ないので帰りもゲートまでスキー

が使えた。 
 
コースタイム：         
２０日 林道ゲート７：３０～津奈

木橋９：５５・１０：１５～鳩待峠

１１：４０・１２：５５～１８６６

ｍピーク１４：１５～オヤマ沢出合

１５：２０～鳩待峠１５：５５ 
２１日 鳩待峠６：３０～小至仏山

９：０５～川上川１４６０ｍ１０：

２０・１０：４５～山ノ鼻１１：２

５・１１：５５～鳩待峠１３：１５ 
２２日 鳩待峠６：１０～小至仏手

前コル８：１０・８：３０～ワル沢

出合９：００～鳩待峠９：３０津奈

木橋１０：４０～林道ゲート１１：

４０ 
地形図：至仏山 


